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　正式名称、Glass Box Office Hour Centerと
いいますが、これを略しています。少し前にな
りますが、平成21年度「大学教育・学生支援
推進事業【テーマA】大学教育推進プログラム」、
GPというものですが、これに当たりまして、「高
度情報処理技術者を目指す学士力の育成」とい
うことで、いくつかの取組みを並行してやりま
した。そのうちの柱になった取組の一つです。
GBCの目的
　この目的ですが、学生と教員、学生同士、さ
まざまな学年がいますが、コミュニケーション
機会を増大・拡大させるためです。
　いわゆる、オフィスアワーというのは、前々
からあるのですが、これがどうも実質化されて
いないという現状がありまして、ガラス箱セン
ターはガラス張りで外からも見えるような―
先ほど、ご紹介があったラーニング・コモンズ
のような明るい雰囲気、共通していると思いま
す。
　まず、場を設定しまして、そこに教員が当番
で、全教員が必ずどこかの時間帯にそこにいる
というふうに当番制でやっています。そこで控
えていまして、教員もいますし、このあとどう
いった人員構成で運営していくのかという話も
しますが、学生も参加しています。
設置の際の配慮
　設置の際、今申し上げました通り、ガラス張
りのそういう空間を確保いたしまして、とにか
く入りやすい環境ということを第一に場所の設
定などを考えました。そして学生が集まりやす
い場所ということで、学生ラウンジに隣接して
います。開いている時間は昼休みを中心にとい
うことで、これも学生が来やすいことを第一に
運営を考えています。
　さまざまな機器が利用できる環境というのを
当然配慮して、いろいろなものが使えるように
しています。
運営形態　人員について
　我々の学部は小規模で、専任教員が24、5人で、
この中からGBCの運営に関わるセンター長を
一名割り当てています。
　このあと、いろいろ順に紹介していきますが、
このセンター長の力量がかなり問われるような
運営になっています。
　臨床心理士の資格を持った非常勤の職員をお
願いしていまして、毎日２名のうちどちらかが
出勤していただくようにしています。「よろず
相談員」という名称で学生のさまざまな、カウ
ンセリングも含めた応対をしてもらっています。
　それから、SA、スチューデント・アシスタ
ントのつもりでのSAですが、１年生―１年
生は後期に希望者の面接試験をやります。適性
を見た上での採用です―から４年生まで常に
30名前後がSAとしてGBCの運営に関わって
います。
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　大学院生には月〜金までの５日間に、そこに
あるように5限目以降に対応してもらうという
ことでTAも使っています。
　最初に申し上げたとおり、全教員が当番で参
加します。必ずどこかの時間帯に割り振られま
す。
開室時間・SAの体制
　先ほどのような運営の形態ですが、主には２
限から４限、昼休みをはさんで午前中１コマ、
午後２コマ程度のものについては学部の学生に
よる、先ほど30名という数字申し上げましたが、
これはいろんなシフトを組んでいまして、その
部屋で待機し、学生の相談にのるということに
なっています。ピア・サポートの一形態です。
　５限目以降は、主に大学院生による対応にな
ります。
開室時間内の活動
　GBCが開いている時間内の活動についてで
す。先ほどのビデオにもありました通り、課題
でつまったり、さまざまなところで躓きを持っ
た学生が質問にやってきます。その場に教員も
いますので、特定の教員に御指名で来る学生も
いますが、基本的にはそこに控えている学部学
生SAが対応して、さまざまな援助をしていく
ことになっています。
　先ほど、ビデオのほんの一部にありましたが、
English Cornerを設けています。英語の担当教
員の発案で始まったのですが、外国人の教員が
学部に３分の１程なので、外国人教員に主にこ
のような形で貢献をしてもらっています。
開室時間外も含む活動
　GBCは開いている時間外の活動というのが
非常に重要で、先ほどの学部生のSAによるさ
まざまな企画があります。教員との懇親会もあ
りますし、自主的に開いている勉強会などがあ
ります。そういうものは学生のSA主体の運営
ということが基本になっています。
　週１回全体の会議を持ったり、あるいはメー
リングリストによるいろいろな情報の交換、業
務の重要な情報の伝達などがなされています。
運営の留意点
　運営の問題点がいろいろありまして、そこか
ら留意すべき点というのを取りだしてきました。
　これは昨今の学生のいろんな気質の問題があ
るかとは思うのですが、さまざまな試みをやっ
ても、なかなか学生の反応が今一つの面もあり
まして、このGBCへ一般学生を誘導するよう
な様々な工夫も同時に必要でした。
　これはいろんな科目を担当している教員に、
主体的な学びのきっかけを作るような場所とし
ての利用を是非すすめて欲しいということで、
課題を出すにあたって、解決に向けてさまざま
な学生同士の協働が必要になるような課題を選
んでもらうとか、いろんな工夫を全教員にお願
いして進めています。
　こいうものが必要であろうということです。
　GBCについては、学生にとってもあまり見
聞きしたことのない存在ですし、世間的にも
ラーニング・コモンズのような様々な取組が
―なされてはきていますが、まだまだそう
いったものが一般的には―なっていないと思
います。
学生の意識としても充分ガイダンスを受けない
と、そういうものがどう利用できるのかとかわ
からないような状況です。学年初めに、ガイダ
ンスをかなり厚めに実施しています。
　先ほど申し上げた通り、センター長というの
を一名、教員貼り付けていますが、こういうガ
イダンスには学生による紹介であるとか―先
ほどのビデオもそうです―、そういった活動
を学生主体でやっています。
「GBCガイドブック」学生が作成
　今、これ、ワードのファイルを丸ごとお見せ
しているのですが、これは学生が作成した業務
マニュアルです。「GBCガイドブック」とタイ
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トルがついています。その下の方に、対応改善
ワーキンググループとあります。学生はいくつ
かのワーキンググループを設けて、様々な活動
も並列して行っています。その一つの対応改善
ワーキンググループというのがあります。これ
は自分たちの活動を客観的に見直し、どうやっ
たら、自分たちの仲間・学生をもっと上手く支
援できるだろうかということを議論した結果、
このようなガイドブックのかたちにまとめてい
ます。
　これは10数ページなのですが、面白そうな
ところだけご紹介します。まず、目次ですが、
GBCとはそもそもどういうものかという定義
をキチンとやったうえで２に心構えというとこ
ろを自らが規定しています。いろいろと助けを
求めてくる学生に対して、どういう気持ちを
持って接すべきなのかとか、そういうところを
しっかりと自分たちで見なおして、キチンとテ
キスト化しています。
　組織図とかいろいろなものが、３、４と出て
きます。ワーキンググループ、いろいろ分かれ
て活動していますが、それぞれにはリーダーが
います。全体を統括するリーダーもいます。リー
ダーに要求される資質とは何かということも自
らいろいろ定義をしまして、相当激しい議論を
したうえで、出てきたものだと思います。
　業務について詳しい、ディフィニッション、
自分たちで考えてやっています。あと少し業務
の細かい話のセクションがあります。勤務届け
はどうするのかとか、そんなことも自ら規定し
ています。さまざまなルール、作法、これは自
分たちで、こういうふうにやったらどうかいう
ものをとまとめたものが、以下続いています。
一番下に禁止事項というのがあります。学生で
すから、仲間内で気軽にやってしまったことが、
いろいろなトラブルを生むということがありま
すので、そういう経験を踏まえ自らを律するよ
うな、さまざまなルールも自分たちで規定して
います。
　組織図ですが、これも学生たちが規定した業
務ラインとか責任とかです。こういったことを
自ら規定して活動に取り組んでいます。全部の
ページを紹介する時間がありませんが、この活
動、取組を通じまして、学生に主体的な学びを
どうやって促すのかということが初めの問題意
識にありました。
GBC運営に関わる学生の成長・循環
　オフィスアワーの実質化で様々なことがあり
ましたが、結局振り返ってみて、何が一番大き
かったかというと、このGBCの運営に関わる
学生の成長がものすごく大きかったということ
です。これは一番軸になる部分ではないかと思
うのですが、特にGBCの取組みについて、そ
ういうところを強く感じました。
　ここから成長して、人材養成のサイクルに
なっています。１年生から４年生まで関わって
いますので。こういう業務マニュアルも自ら作
るということで、自らが研修を重ね、後輩を育
てつつ、自らも育つという、うまい循環ができ
てきたところです。この試みを始めるまでは、
試行錯誤がありましたので、先ほど平成21年
度のGPの資金でというお話をしましたが、そ
の当初は必ずしもこのような形で上手く回転し
たわけではありません。徐々にこのように進化
してきたという状況です。
　もう一つ、申し上げますと、このような形で
学生を自らが主体的に、自らを組織するという
ことに導くために、やはり相当の教員の指導と
いうのが、必要でした。先ほど、センター長一
名、これに割り振っているといいましたが、か
なり献身的に学生と一緒になって議論に参加
し、変な方向に行きそうになると引き戻すよう
にブレーキをかけたり、そういうことは必須の
条件であろうと思います。
ポートフォリオについて
　最後に一言、タイトルにポートフォリオと入
れておいたので、これを何も言わずに終わって
しまうのは申し訳ないと思います。資料には入
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れていませんが、一言だけ。ポートフォリオは
いろいろなところですでに使われていますが、
特に我々のところで使っているポートフォリオ
利用について。１年生〜３年生のプロジェクト
という科目で、学生はいろいろな教員の研究室
に入って、研究のまねごとを体験します。４年
生は卒業研究です。
　１年生から４年生までどこかの研究室に所属
しているという、おおまかにはそんな状況に
なっています。その時に、担当の教員は自分の
プロジェクトあるいは卒業研究に配属されて
いる学生とポートフォリオを通じて様々なコ
ミュニケーションをとります。教員の側から
も学生のポートフォリオの画面を開きますと、
TOEICの最近の点数は何点とか、GPAがどう
なっているか、取得単位数がどうなっているか。
それから、学生の就職に関する様々な考え方を
学生が書きこんでいるのですが、そういうのに
対して適切なアドバイスを教員の側が書きこん
であげるとか、そういうかたちの利用をしてい
ます。
　その他、一般的に言われるポートフォリオと
しての使い方は、残念ながらそこまで展開でき
ていません。それぐらいの使い方に留まってい
る感じです。
最後に
　GBC中心にご紹介してきました。学生自ら
が研修するサイクルが出来上がっていると申し
ましたが、強調しておきたいのは、やはり、教
員のかなり強力な指導が、そこには求められる。
　ですから、このような試みをもしみなさんの
方でもやってみたいと思われる場合には、核に
なる教員の確保が必要だと思います。ご清聴あ
りがとうございました。
司会
　雪田先生、どうもありがとうございました。
情報科学部でのGBC、目的、設置の配慮、最
後にお話ありました、やはり学生さんの成長と
いうのは、やはり重要な点だと思います。
